
  丸太町新町角 日赤病院の南側 

 文化財保護で最も重要なのは職人の確保です。職人の雇用・賃金を守ることが日

本の伝統建築・文化財を守ることにつながります。しかし、今の日本の職人は、雇

用が不安定で、収入も見通せず、後継者が途絶えようとしています。日本の文化財

行政を大きく見直すべき時です。 

 国が本気になって京都の文化財、町並みを守ることに取り組めば、たくさんの仕

事が生まれ、地域は活性化します。 

  国宝重要文化財建造物は約5000棟あり、それ以外の国登録有形文化財・約

11500件（棟）、伝統的建造物保存地区・115地区の民家町屋は数千棟になると

が想定できます。 （2016年7月京都民報より） 
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